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 1. はじめに 




















本サービスの利用が承認された場合は、申請者へ書類が送付されます。切り取り線を中心に、上部は利用者が記入する申請書、下部はゲストアカウントのユーザ ID やパスワードが記載された承認書という構成になっています。 
 図2 申請者に送付される書類 
3.3 運用・利用フロー 
学会時の運用・利用フローの一例を簡単に紹介します。なお、無線 LAN 設定マニュアルはセンターのウェブサイトもしくはグループウェア（サイボウズ）に掲載しているので、申請者が適宜準備願います。 
[運用者側] 
---事前準備--- ① センターへサービスの利用申請を行う ② 利用が承認され、センターから書類が送付される ③ マニュアルの印刷等事前の準備を行う 
---学会開始--- ④ ネットワーク利用の受付を設置する ⑤ 利用者（富山大学を訪れた方）に書類の上
部へ必要事項を記入してもらう ⑥ 切り取り線で切り離し、書類の下部（承認書）および設定マニュアルを配布、上部（申請書）は回収 
---学会終了--- ⑦ 回収した書類の上部（申請書）は、申請者が責任を持って半年間保管※ ⑧ 半年後に上部（申請書）の破棄 ※ ネットワークの不正利用等が発生した場合に利用者を特定できるようにするため 
[利用者側] ① ネットワーク利用受付所にて、書類の上部（申請書）へ必要事項を記入する ② 書類の下部（承認書）および設定マニュアルを受け取る ③ 設定マニュアルに従い、接続機器に所定の設定を行う ④ 認証時に書類の下部に記載されたユーザ
IDとパスワードを入力する 
4. おわりに 
学内での無線LANの利用が増加しているため、センターでは出来得る限りインフラの整備に力を入れている。五福キャンパスにおいては、講義室や共有スペースへの無線 LAN アクセスポイント設置を進めているため、学内のどこにいてもネットワークに接続できるという環境になりつつある。 また、本サービスは富山大学で開催された応用物理学会でも試験的に運用された実績がある。富山大学で学会、研究会を企画している方には是非利用していただきたいサービスである。 
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